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かにし、さらに F11 の遺伝子型と黒毛和種に発生する子牛虚弱症候群との関連を調べた結果、F11 変異遺伝
子のホモであっても子牛虚弱症候群の発生率が上昇する傾向は認められないことを明らかにしている。これ
らのことから黒毛和種における F11 変異遺伝子が生産性に与える影響はほとんどないか、あったとしても軽
微であると結論づけている。 
以上、本研究では黒毛和種と日本在来牛の集団の各種遺伝子の対立遺伝子の分布から、これらの集団は固
有の遺伝的特徴をもつことを明らかにするとともに、F11 の変異遺伝子は黒毛和種の生産性に大きな影響を
与えないことを明らかにしたものであり、当該研究分野の研究に及ぼす影響は大きく、それゆえ、斯琴図雅
氏は自然科学研究科の博士（農学）の学位を受ける資格があるものと判定した。 
